
 

予防接種と子どもの健康 

私たちの身の回りには、細菌やウイルスによって引き起こされる様々な感染症があります。 

乳幼児期には免疫が未発達なため、様々な感染症にかかりやすい時期です。感染していくことで免疫を

つけながら成長していきますが、中には重い合併症や後遺症を起こしたり、命を落とす危険のある感染症

もあります。 

そうした感染症を予防するのに安全で確実性の高い方法が「予防接種」です。すべての感染症に対してワ

クチンがあるわけではありませんが、ワクチンのある感染症については、予防接種を受けて感染を防ぎま 

しょう。 

予防接種の受け忘れはありませんか？母子健康手帳で確認しましょう。 

〇定期予防接種  

予防接種の種類 対象年齢・回数 注意事項 

麻しん・風しん混合(MR)１期 １～2歳までに 1回接種  

麻しん・風しん混合(MR)２期 H28.4.２～H29.4.1 生まれの方 

R4.3.31 までに 1回接種 

 

水痘(水ぼうそう) 1～3歳までに2回接種 

(１回目と２回目の間は６～１２月あける) 

・水ぼうそうにかかったことのある方は予防

接種の対象外です。 

日本脳炎 1期 3 歳～7歳半までに3回 

（初回１回目と初回２回目は６～２８日あけ

る。追加は初回接種終了後１年後） 

 

日本脳炎2期 9歳～13歳までに 1回 9 歳の誕生月に予診票を送付しています。

（H24.4月～H25.3月生まれの方はR4.4

月に予診票を送付しています。） 

日本脳炎(特例対象者) H19.4.1 以前生まれの方 

20歳までに4回の接種 

 

二種混合 11 歳～13歳まで 小学 6 年生の年度初めに予診票を送付して

います。 

〇任意予防接種 

予防接種の種類 対象年齢・回数 注意事項 

おたふくかぜ １歳頃に１回目、年長児頃に２回目の接

種を受けることをおすすめしています。 

１回目の予診票は 10 か月児健診で配布してい

ます。2 回目の予診票は保健課窓口で配布して

います。 

 
※予診票がない場合は再発行いたします。母子健康手帳を持って保健課の窓口までお越しください。 


